
資料１－１ 

「ふるさと教育」のあり方について 

 

〇 現在、県では、次期「創生総合戦略」策定に向け、「「清流の国ぎふ」づくり推進 

県民会議」の分科会や市町村ヒアリングにおいて、ふるさとに対する意識醸成の 

必要性や「ふるさと教育」に係る意見が多く出されています。 

 

〇 本策定委員会でご議論いただいている「第３次岐阜県教育ビジョン」においても 

『オール岐阜による「地域社会人の育成」』を基本的な考え方として、ご議論をい 

ただいているところです。 

 

 

 

◆「ふるさと教育」に関する意見の主なポイント 

 

   ・小中学生にふるさと教育を行っても高校で途切れてしまう。 

高校にもふるさと教育が必要ではないか。 

   ・小中学校でのふるさと教育を高校でも継続すべき。地元に加え県全域に 

ついても学習すべき。 

   ・幼児期から高校までにふるさと教育をどのように受けてきたかで、その 

後が変わっていく。 

・卒業生の県外流出を是とする県立高校の進路指導のあり方を議論すべき。    

    

 

 

〇 本日、ご意見をいただきたい点 

 

 １ 高校生に必要な「ふるさと教育」とは 

 

 ２ 将来、岐阜県で活躍する人材（地域社会人）を育むための「ふるさと教育」とは 

 


